
豊島巡検(5/31) のご案内（組織者：村山聡） 

「豊島巡航：人口・産廃・アート」 
募集定員：先着順15名，ただし，産廃巡検のみの場合はその人数にさらに5名は参加可能 
集合場所：豊島行き高速船乗り場 (https://www.t-ferry.com/company/#access) 
集合時間：午前10時30分 (東京からの場合，JAL/ANAとも始発便高松空港着で間に合います) 
費用の目安(今後の調整により多少の変動がある予定です)： 
1. 産廃巡検+豊島美術館(～17:50解散)＝8,200円(交通費および昼食代を含む) 
2. 産廃巡検のみ(～15:05解散)(特別セッション参加者を想定)＝5,660円(同) 

関連サイト： 廃棄物対策豊島住民会議 (http://teshima.ne.jp/wordpress/) 
  豊島美術館 (http://benesse-artsite.jp/art/teshima-artmuseum.html) 

巡検の趣旨 
　大量の産業廃棄物の存在は一種の人口問題と考えることができます。また都会からは遠く離れ
隠された地でのその大量の不法投棄も一種の地域間格差を生み出す人口問題でもあるでしょう。 
　瀬戸内に位置する香川県豊島はまさにその人口問題の犠牲者ですが，他方でその海洋の島が持
つ豊かさは住民が生きる糧にもなり，産業廃棄物不法投棄問題に対する住民の弛まない闘争を支
え続けました。その歴史過程は日本の昭和・平成史を語る重要な一コマです。しかしその闘争に
関わった多くの住民はすでにこの世にはいなく，今回訪問する「豊島のこころ資料館」の壁いっ
ぱいにお名前を見出すことができます。まずはその歴史的事実を知って頂ければと思います。 
　そして，3年に一度開催されてきた瀬戸内芸術祭(https://setouchi-artfest.jp)は，本年で4回目
を迎えます。この豊島は「産廃の島」という負のレッテルから新たに「アートの島」と呼ばれるよ
うになり，多くの観光客が訪れるようになりました。しかし，住民の生活を支え，また住民のた
めの豊かな島「豊島」の今後はどのように見ることができるのでしょうか。 
　今回の巡検では，このアートを象徴する「豊島美術館」の鑑賞とともに廃棄物対策豊島住民会
議の方々の解説そして住民の方々との対話を通して「豊島」を深く知る機会としたいと考えます。 

巡検の詳細 
◉10時45分から11時35分（高松から豊島・家浦への高速船） 
◉11時45分から14時まで 
① 産廃跡地の視察および廃棄物対策豊島住民会議の担当者によるガイド（資料代およびマイクロ
バス送迎を含み2,000円）および昼食（弁当代1,000円）（定員20名） 
＜特別セミナーに参加される場合の帰りは豊島・家浦発14時15分，高松着15時5分です。＞ 
◉14時から17時まで 
② 豊島美術館の訪問（鑑賞料金：1,540円）（定員15名） 
③ その他現地の方々との懇談 
　家浦から豊島美術館まではレンタルの電動自転車で20分ほどです。天候にもよりますが，電
動自転車で島を巡る計画をしています。レンタル費用は4時間まで1,000円ですが，場合によっ
てはマイクロバスを手配します。豊島美術館にはすでに予約を入れており，午後3時から15名
鑑賞できます。定員は15名までです。ただし，産廃視察のみの方はさらに5名までは参加が可
能です。 

◉17時20分から17時50分（豊島・家浦から高松への高速艇乗船）その後解散 
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申し込み方法と支払い方法について 
全日程(①②③)の定員は15名ですが，前半の産廃跡地の視察と説明会(①)のみ参加される場合
にはさらに5名の余裕がありますので，先着順で受け入れる予定です。 

申し込み方法：学会参加申し込みにおいて，巡検への参加について出席をマークして頂いた方
に，大会運営委員会委員長の村山聡(muras[atmark]ed.kagawa-u.ac.jp)が直接連絡をメイル
でさせて頂きます。この連絡へのご返事をもって正式の申し込みとさせて頂きます。その際，
豊島美術館鑑賞を含めた全日程の参加希望(①②③)か，それとも産廃跡地の視察と説明会(①)の
みかを明示して頂くことになります。 

支払い方法：下記の費用を大会参加費等を含めて学会指定の近くお伝えする振込先に振り込みを
して頂きます。その振込で最終の参加申し込みをされたものとして，参加者リストを作成しま
す。なお，都合により参加できなくなった場合も全て予約制になっておりますので振り込みさ
れた費用をお返しすることはできませんのでご了承ください。 

参加費用の詳細： 
1. ①②③の全日程参加者は8,200円です。 

内訳は，2,660円(高速艇往復)＋2,000円(ガイド・資料等)＋1,000円(弁当)＋1,540円(豊
島美術館)＋1,000円(電動レンタサイクルあるいはマイクロバス代)です。 

2. ①産廃跡地の視察と説明会ののみの場合は，上記内訳の前3者，5,660円となります。

http://ed.kagawa-u.ac.jp

